
 
 
 

平 成 ２９ 年 度 事 業 報 告 書 
 
 

                法人の名称  特定非営利活動法人 水・防災機構 
 
 

１ 事業の成果 
    平成２９年度の事業年度は、防災と環境に関して広く市民に対して行われる講演

会、シンポジウムの企画案の作成等の支援を前事業年度に引き続き実施するとともに、
水・防災機構が単独で主催する勉強会、セミナーを初めて開催しました。また、ホー
ムページやフェイスブック等の充実を図り、更なる情報発信に努めました。これによ
り、地域の生活環境と自然環境の改善に努めることで、人と自然の調和がとれた環境
社会づくりに寄与しました。 

 
 
２ 事業内容 
 (1)特定非営利活動に係る事業 

① 国内外における水循環、河川・流域、防災に関する調査研究事業 
 ・内容 近代水循環形成研究及び関東水研究の一環として、水土の豆知識「世界 

の多摩川」のとりまとめを行い、ホームページやフェイスブックを通じて情報 
発信を行いました。ました。また、多摩川について知見を有する者を集め水陸 
両用車による地域活性化方策の検討会を開催しました。 

 ・日時 平成２９年８月８日他 
 ・場所 神奈川県川崎市他 
 ・従事者人員 ６人 
 ・対象者 神奈川県川崎市、東京都大田区他多摩川流域の住民 不特定多数 
 ・費用額 ３２６，８０６円 
 

② 講演会や見学会の開催による防災・環境教育事業 

 ・内容 防災と環境に関する小学生を対象とした防災気象教室の主催、及び企画 
     支援（共催など）等に従事し主催者の支援を行いました。 
 ・日時 平成２９年７月２３日（日）、８月２日（水）、１２月２日（土）、 
     １２月９日（土）、平成３０年２月１７日（土） 
 ・場所 高知県四万十市、新潟県燕市、埼玉県さいたま市、秋田県横手市、 

神奈川県川崎市 
 ・従事者人員 １２人 
 ・対象者 新潟県長岡市、埼玉県さいたま市、高知県佐川町、秋田県横手市、 

神奈川県川崎市の小学生及び保護者など 約４００人 
 ・費用額 ２，００２，３０４円 
 

③ 水循環、河川・流域、防災に係る環境と文化の保全に関する普及・啓発事業 

 ・内容 防災等に関する普及・啓発を目的とした講演会の企画案作成・支援等に 
     従事し、主催者の支援を行うと共に、「多摩川水上交通再生と危機管理強 

化の勉強会」及び「多摩川水防災セミナー」を主催しました。 
 ・日時 平成２９年１１月１８日（土）、１２月１０日（日）、 
     平成３０年１月１９日（金） 
 ・場所 神奈川県川崎市、秋田県横手市、福井県福井市 
 ・従事者人員 ８人 
 ・対象者 神奈川県川崎市、秋田県横手市、福井県福井市の住民など約２５０人 
 ・費用額 １，３２１，２６６円 
 



④ 河川・流域に係る地域活性化を図る事業 

ア 荒川源流六角堂ログあずまや造りプロジェクト 
 ・内容 荒川源流ログハウス技士会と連携し、荒川源流六角堂ログあずまや造り 
     プロジェクトに参画し、埼玉県秩父地域の活性化に資するプロジェクト 
     を進めました。 
 ・日時 通年 
 ・場所 埼玉県秩父市 
 ・従事者人員 １人 
 ・対象者 埼玉県秩父地方の住民など １００人 
 ・費用額 １０，０００円 
 
イ 水源地・源流支援プロジェクト 
 ・内容 日本全国にある水源地及び源流地域の地域活性化を図るため、上下流交 
     流、水源地域の首長や有識者を集めたシンポジウムの企画支援を行いま 

した。 
 ・日時 平成２９年９月９日（土） 
 ・場所 秋田県横手市 
 ・従事者人員 ８人 
 ・対象者 秋田県横手市、東成瀬村、湯沢市等の住民など ４００人 
 ・費用額 ５０６，００９円 
 

⑤ 水循環、河川・流域、防災に関する情報提供事業 

 ・内容 ホームページ及びフェイスブックアカウントを活用して会員による調査 
     研究成果「水土の豆知識「世界の多摩川」」の情報発信を行いました。 
 ・日時 通年 
 ・場所 神奈川県川崎市 
 ・従事者人員 ３人 
 ・対象者 不特定多数の市民 
 ・費用額 ０円 

 


